
きたあきたの魅力発掘・環境コラム私が見た北秋田・市長ダイアリー

11 10広報きたあきた　2022.9広報きたあきた　2022.9

北秋田市
地域おこし
協力隊

vol.54

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.71

　
今
月
末
で
協
力
隊
の
任
期
が
満
了

と
な
る
た
め
、
最
後
の
ご
報
告
で
す
。

　
長
ら
く
東
京
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
の
仕
事
を
し
て

い
た
の
で
、
２
０
１
９
年
10
月
に
着

任
し
て
か
ら
は
首
都
圏
か
ら
の
移
住

希
望
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
用
チ
ラ

シ
・
ポ
ス
タ
ー
等
を
制
作
、
ま
た
市

内
の
い
く
つ
か
の
施
設
の
た
め
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
看
板
等
の
デ
ザ
イ
ン

や
イ
ラ
ス
ト
制
作
を
手
が
け
て
き
ま

し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ラ
ス
ト
の
仕
事
を

通
し
て
地
域
を
少
し
で
も
活
性
化
で

き
れ
ば
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
私
の
力
が
及
ば
ず
、
新

風
を
吹
き
込
む
ど
こ
ろ
か
そ
よ
風
さ

え
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
（
無
風…

？
）。

　
も
ち
ろ
ん
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
日
々
の
業
務
を
全
う
し
、
市
外

か
ら
移
住
体
験
で
訪
れ
た
方
々
を
ア

テ
ン
ド
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
め

ぐ
る
中
で
、
幼
少
期
は
自
宅
や
親
戚

の
家
が
あ
る
範
囲
し
か
知
ら
な
か
っ

た
市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色

や
観
光
資
源
を
知
り
、
山
や
緑
や
川
、

広
い
空
な
ど
の
気
持
ち
の
良
い
風
景

も
厳
し
い
冬
の
生
活
も
体
験
し
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
不
測
の
事
態
は
あ
っ

た
も
の
の
私
自
身
と
て
も
有
意
義
に

３
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
良
い
こ
と
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
私

は
生
ま
れ
故
郷
の
北
秋
田
が
好
き
で

す
。
今
後
も
他
の
協
力
隊
員
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
ま

で
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

環　境
コラム
第52回

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
力
の
お
願
い

　
今
回
は
ご
家
庭
で
で
き
る
省
エ

ネ
・
節
電
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
の
電
力
供
給
は
、
国
に
よ
る

と
厳
し
い
見
通
し
の
た
め
、
経
済
産

業
省
は
、
７
月
30
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
終
日
、
節
電
の
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
１
日
の
な
か
で
、
電
力
需
要
は
太

陽
光
発
電
の
出
力
が
減
少
す
る
17
時

〜
20
時
に
厳
し
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

●
ご
家
庭
で
取
り
組
め
る

　
　  「
省
エ
ネ
・
節
電
」
例

〔
エ
ア
コ
ン
〕

・ 

風
量
は
「
自
動
」
に
設
定
し
、
適

温
を
保
つ
。

・ 

２
週
間
に
一
度
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を

掃
除
し
、
目
詰
ま
り
を
な
く
す
。

・ 

カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
等
で
直
射
日

光
を
防
ぐ
。

〔
照
明
〕

・ 

部
屋
の
明
る
さ
を
下
げ
、
不
要
な

照
明
は
消
す
。

〔
テ
レ
ビ
〕

・ 
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
し
て
画
面

の
輝
度
を
下
げ
、
見
て
い
な
い
時

は
消
す
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
各
省
庁
や
企

業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
様
々
な
省

エ
ネ
・
節
電
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
冷
や
し
た
お
し
ぼ

り
や
タ
オ
ル
で
体
を
外
側
か
ら
冷
や

す
、
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
等
の
体
を

冷
や
し
て
く
れ
る
食
材
を
食
べ
て
体

の
内
側
か
ら
調
整
す
る
な
ど
、
無
理

な
く
楽
し
く
取
り
組
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
た
だ
し
、
屋
内
で
も
熱
中
症
に
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

き
た
あ
き
た
の

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
土
）▽
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
市
民
集
会（
コ
ム
コ
ム
）

20
日（
水
）▽
北
秋
田
市
首
都
圏
企
業
懇
談
会（
東
京
都
）

21
日（
木
）▽
企
業
訪
問（
東
京
都
）▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０

２
２（
東
京
都
）

22
日（
金
）▽
企
業
訪
問（
東
京
都
）

23
日（
土
）▽
フ
ィ
オ
ー
レ・オ
ペ
ラ
協
会
w
i
t
h
秋
田
声
楽
研
究
会（
文
化
会
館
）

25
日（
月
）▽
臨
時
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
地

域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
あ
き
た（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）

26
日（
火
）▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

27
日（
水
）▽
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス・カ
フ
ェ
in
北
秋
田（
コ
ム
コ
ム
）

28
日（
木
）▽
新
任
Ａ
Ｌ
Ｔ
あ
い
さ
つ（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

29
日（
金
）▽
米
代
川
治
水・県
北
部
７
号・日
沿
道
県
北
部
期
成
同
盟
会
令
和
４
年
度

合
同
総
会（
能
代
市
シ
ャ
ト
ー
赤
坂
）▽
北
秋
田
市
鷹
巣
自
治
会
長
連
絡
協

議
会
通
常
総
会（
コ
ム
コ
ム
）

１
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
第
４
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

２
日（
火
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
・
同
生

活
環
境
施
設
組
合
議
会
本
会
議（
森
吉
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
結
核
予
防
婦
人

会
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）▽
一
般
国
道
１
０
３
号
改
築
促
進
期
成
同
盟
会
会

計
監
査（
本
庁
舎
）▽
阿
仁
地
区
自
治
会
長
会
要
望
書
提
出（
本
庁
舎
）▽
合

川
小
学
校
相
撲
部
東
北
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）

３
日（
水
）▽
道
の
駅「
あ
に
」へ
の
発
動
発
電
機
贈
呈
式（
本
庁
舎
）

４
日（
木
）▽
盛
岡
市
長
訪
問（
盛
岡
市
役
所
）▽
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り（
綴
子
上
町
大
太

鼓
保
存
会
出
演
）視
察（
盛
岡
市
）

８
日（
月
）▽
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
わ
ん
ぱ
ぁ
く
上
棟
式（
宮
前
町
）▽
退
任
Ａ
Ｌ

Ｔ
あ
い
さ
つ
▽
鷹
巣
中
学
校
・
森
吉
中
学
校
相
撲
部
全
国
大
会
出
場
報
告

（
本
庁
舎
）

10
日（
水
）▽
能
代
高
校
軟
式
野
球
部
全
国
大
会
出
場
報
告（
市
出
身
選
手
）（
本
庁
舎
）

14
日（
日
）▽
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り・合
川
ま
と
火「
点
火
式
」（
合
川
橋
）

15
日（
月
）▽
二
十
歳
の
集
い（
文
化
会
館
）

◇
７
月
16
日
〜
８
月
15
日

翠雲公園

佐藤 高博 隊員
▲がっこステーションの壁に地図を
　描きました

〔参考〕省エネ・節電方法など

▲東北電力
　省エネ・節電方法
　の紹介

▲資源エネルギー庁
　省エネポータル
　サイト

　今年の夏は暑かったですね。蒸し暑い日々が続き、

熱中症との必死な闘いだったという記憶が残っていま

す。「自然」が相手なので、アウトドアを楽しもうと

する我々人間は、準備を万全にしながら、柔軟に対応

しなければなりません。

　今年、楽しめたアウトドアの一つは、合川地区の翠

雲公園に見渡す限り生えているアジサイでした。庭の

花畑の手入れをするのが趣味である母と違って、私は

全然、花に詳しくありません。こんな私でも楽しめる

ように、花のお世話をしていただいている方々に感謝

です。

　翠雲公園を訪ねるたびに、自分がＡＬＴだったころ

を思い出します。今の仕事に赴任する前、合川地区の

小・中学校で英語の指導をさせていただきました。当

時、子どもの頑張っている姿を見て自分も勇気が出ま

した。今は、その子たちが大きくなり、様々な場面で

お世話になっています。「合川地区に子どもが生まれ

たら１本のアジ

サイを植える」

と聞きました。

ここには、願い

が込められた花

が鮮やかに咲い

ています。


